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Ⅰ．研究概要 
 本研究は、予算やサポートスタッフが限られる地⽅⼤学アメリカンフットボールリーグに
おいて、⾃分たちの過去のケガのデータを講習会でフィードバックすることが、選⼿やスタ
ッフの安全意識の向上やケガの発⽣にどう影響するかを検証することを⽬的に実施しました。
講習会後、選⼿やスタッフの安全意識が向上しました。試合では、1 試合あたりのケガの総数
は変わりませんでしたが、筋けいれんの割合が減少（37.2%→7.7%）した⼀⽅で、頭部のケ
ガの割合は増加（6.2%→15.4%）しました（図 1）。データを共有したことで、⽔分補給な
どすぐに取り組める対策への意識が⾼まり、筋けいれんの減少につながった可能性がありま
す。頭部のケガの割合が増えたのは、座学だけではプレー技術が改善せず危険な接触が増え
た可能性と、安全意識が⾼まり軽い衝撃でもしっかり報告されるようになった可能性の両⽅
が考えられます。過去データの共有は安全対策の有効な第⼀歩となりますが、複雑なケガを
防ぐには座学だけでなく実践的な練習も組み合わせる必要があると考えます。 
 

図 1 外傷分類の経時的推移 
講習会前の 2018-2023 年を「期間 a」、講習会後の 2024 年を「期間 b」として⽰している。 



【⽤語説明】 
（＊１）筋けいれん︓本研究では、こむら返りとして定義しています。筋⾁が⾃分の意思と
は関係なく強く縮んでしまい、痛みを伴う状態です。 
（＊２）脳振盪（のうしんとう）︓頭や体に強い衝撃を受けることで脳が揺さぶられ、⼀時的
に脳の機能が低下するケガです。アメフトのような激しい接触を伴うスポーツでは特に重⼤
な事故につながる恐れがあるため、講習会などでも正しい知識と予防、そして発⽣時に隠さ
ず報告することが⾮常に重要視されています。 
 
Ⅱ．今後の展開 
 過去データの共有は安全対策の有効な第⼀歩です。今後は座学に加え、安全なプレー技術
を学ぶ実践的な練習を組み合わせる必要があります。さらに、各チームへのインタビュー調
査でそれぞれの課題や安全⽂化を深掘りし、現場に合ったより効果的なケガ予防策の開発を
⽬指します。 
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